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2３ 

静
岡
県
の
焼
津
市
は
、
現
在
わ
が
国
に
お
け
る
水
場
金
額
最
大
の
水
産
業
基
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
の
水
産
業
資
本

（
１
）
 

の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
地
一
兀
業
界
史
誌
を
除
け
ば
こ
れ
を
経
済
史
上
最
初
に
手
が
け
た
の
は
岡
本
清
造
で
あ
っ
た
。
岡
本
は
幕
藩

体
制
期
の
鰹
漁
業
は
「
鰹
漁
労
働
手
段
を
世
襲
的
に
保
有
せ
る
一
船
主
の
下
に
統
合
せ
ら
れ
た
、
彼
（
船
主
Ⅱ
箪
者
注
）
と
同
族
関
係

に
あ
る
多
数
の
漁
民
家
族
よ
り
成
れ
る
協
同
体
」
の
営
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
漁
船
の
動
力
化
・
大
型
化
が
推
行
さ
れ
た
近
代
に
は

近
世
末
期
駿
州
焼
津
の
鰹
漁
業
組
織
に
つ
い
て

四三二
序 村

請
運
上
制
と
船
中

鰹
船
乗
組
交
織
と
船
中

同
族
組
織
と
船
中

序目

次

大
崎

晃
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2４ 

「
共
同
出
資
の
一
方
式
（
船
主
と
一
団
の
乗
込
漁
夫
と
の
共
同
出
質
）
の
下
仁
調
達
せ
る
漁
業
用
手
段
（
漁
船
Ⅱ
筆
者
注
）
に
一
団
の

漁
夫
が
協
同
体
（
尚
お
同
族
的
紐
帯
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
）
と
し
て
世
襲
的
に
乗
組
糸
、
漁
拐
の
結
果
（
漁
獲
物
売
上
金
）
を
船

（
２
）
 

主
漁
夫
間
に
分
益
す
る
組
織
」
が
営
む
形
態
に
な
っ
た
と
要
約
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
新
た
に
成
立
せ
る
漁
業
経

（
３
）
 

営
形
態
は
、
旧
経
営
組
織
を
媒
介
と
し
て
そ
れ
に
よ
り
転
形
せ
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
後
者
の
諸
規
定
を
強
く
受
け
て
い
る
」
と
結
ん

で
い
る
。
し
か
し
岡
本
は
、
こ
の
研
究
を
通
じ
て
の
問
題
点
と
し
て
「
第
一
に
歴
史
的
所
与
と
し
て
受
け
取
っ
た
旧
経
営
形
態
に
於
け

る
同
族
協
同
体
（
船
中
と
呼
ば
れ
る
Ⅱ
筆
者
注
）
の
組
織
が
、
一
方
に
於
て
新
漁
業
経
営
形
態
に
も
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
る
こ

と
」
「
第
二
に
近
代
的
資
本
制
生
産
方
法
の
封
建
的
な
旧
来
の
生
産
方
法
か
ら
の
推
転
に
関
し
て
、
一
般
的
定
式
の
説
明
す
る
所
の
産

業
組
織
発
展
の
典
型
的
な
過
程
Ｉ
工
業
経
済
部
門
に
於
け
る
経
営
組
織
推
転
の
過
程
、
特
に
問
屋
資
本
制
か
ら
近
代
的
な
エ
場
工
業
の

資
本
制
企
業
制
へ
の
推
転
の
過
程
ｌ
と
は
異
っ
た
過
程
の
一
例
を
呈
示
す
る
」
こ
と
を
あ
げ
た
上
で
「
現
代
経
済
を
一
般
的
に
特
徴
づ

け
る
所
の
資
本
制
企
業
の
形
態
と
は
本
質
的
に
異
れ
る
一
種
特
異
な
」
形
態
で
あ
る
と
の
問
題
提
起
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も

岡
本
は
、
こ
の
研
究
を
「
斯
の
特
異
性
を
如
何
に
理
論
的
に
説
明
す
べ
き
か
」
「
斯
か
る
核
心
的
な
問
題
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
は
、

漁
業
経
済
に
関
す
る
全
般
的
な
研
究
を
地
盤
と
し
て
の
糸
、
而
し
て
全
国
民
経
済
と
の
関
係
に
於
て
研
究
し
て
の
柔
可
能
で
あ
っ
て
、

個
別
的
研
究
を
目
的
と
す
る
本
稿
の
如
き
に
於
て
は
、
唯
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
得
る
に
止
ま
り
、
到
底
よ
く
取
扱
い
得
べ
き
所
で
は

（
４
）
 

な
い
」
と
し
て
、
今
後
の
「
全
般
的
研
究
の
為
」
の
一
段
階
と
こ
と
わ
っ
て
も
い
る
。

し
か
し
岡
本
が
稿
を
脱
し
て
か
ら
半
世
紀
を
経
た
今
日
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
研
究
状
況
は
か
な
り
変
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

岡
本
が
指
摘
し
た
二
種
特
異
な
」
例
と
し
た
資
本
主
義
と
共
同
体
の
共
存
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
両
者
は
本
来
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

基
盤
に
存
立
の
基
礎
を
お
く
異
質
の
ウ
ク
ラ
ー
ド
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
対
立
的
な
両
ウ
ク
ラ
ー
ド
が
連
節
す
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
を
媒
介
さ
せ
る
経
済
的
契
機
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
商
品
生
産
に
お
け
る
労
働
過
程
で
あ
り
、
そ
し

て
こ
の
資
本
主
義
と
共
同
体
の
、
い
い
か
え
れ
ば
資
本
と
労
働
の
相
互
規
定
関
係
の
あ
り
方
が
、
そ
の
後
の
発
展
の
構
造
的
特
徴
を
示

す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
こ
う
し
た
問
題
に
関
心
を
い
だ
い
て
き
た
が
、
今
回
は
こ
の
問
題
の
前
提
条
件
で
あ

る
近
世
焼
津
の
鰹
漁
業
組
織
に
つ
い
て
、
若
干
の
と
り
ま
と
め
を
試
承
た
。
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2５ 

近
世
焼
津
の
漁
村
史
料
で
も
っ
と
も
古
い
の
は
、
安
永
二
年
の
「
魚
猟
運
上
御
請
文
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
後
の
文
化
四
年
の

「
内
済
請
文
」
か
ら
み
て
承
よ
う
。

注（
１
）
 

（
２
）
 

（
３
）
 

（
４
）
 

（
１
）
 

内
済
証
文
之
事

駿
州
益
津
郡
城
之
腰
村
訴
訟
候
〈
同
村
井
一
一
鰯
ヶ
島
村
北
新
田
右
三
ヶ
村
漁
船
之
儀
前
々
ヨ
リ
城
之
腰
村
々
中
字
御
菜
場
江
水
揚

仕
来
侯
己
―
―
安
永
七
成
年
一
一
一
ケ
村
申
合
セ
是
迄
之
通
村
中
江
番
所
相
立
商
人
仲
買
立
会
売
買
可
致
旨
取
極
証
文
有
之
候
処
連
々
狸
一
一

罷
成
我
侭
一
一
水
揚
致
侯
一
一
付
前
汽
通
一
同
御
菜
場
江
水
揚
仕
候
様
被
仰
付
度
旨
申
立
侯

マ
マ

一
鰯
ケ
島
村
北
新
田
答
上
侯
〈
城
之
腰
御
菜
場
江
水
揚
侯
〈
前
々
私
頭
之
節
見
取
運
上
相
納
侯
節
〈
仕
来
卜
而
銘
点
村
請
運
上
相

納
候
様
相
成
候
而
〈
勝
手
次
第
之
処
江
水
場
仕
来
安
永
七
成
年
取
極
仕
候
得
共
漁
方
不
弁
理
之
儀
ニ
付
其
筋
ヨ
リ
不
取
用
己
一
二
一
一

拾
年
来
銘
女
勝
手
宜
敷
場
所
江
水
場
仕
来
訴
訟
方
二
而
茂
夫
成
二
済
来
侯
処
当
時
一
一
至
り
一
手
二
水
揚
候
様
相
成
侯
而
〈
難
儀
之

旨
申
立
候

右
之
通
相
方
申
立
御
吟
味
中
二
御
座
候
処
郷
宿
扱
人
共
立
入
右
一
一
一
ヶ
村
之
儀
二
村
同
様
二
而
是
迄
諸
事
申
合
睦
間
数
致
合
侯

岡
本
清
造
「
焼
津
鰹
漁
業
経
営
形
態
の
推
移
（
一
）
Ｉ
（
一
三
）
」
水
産
界
六
○
六
’
六
一
一
○
号
昭
和
八
’
九
年
頁
数
略
。

前
掲
瞥
（
１
）
六
○
六
号
一
一
○
頁
。

前
掲
番
（
１
）
六
○
六
号
二
二
頁
。

前
掲
書
（
１
）
六
○
六
号
二
一
一
’
二
一
一
一
頁
。

二
村
藷
運
上
制
と
船
中

Hosei University Repository



2６ 

以願趣 処
右
様
出
入
立
御
裁

漁
方
水
揚
之
儀
城

右
三
ケ
所
場
場
之
内

但
風
雨
高
波
等
二
而

他
所
ヨ
リ
来
侯
釣

村
江
一
シ
都
合
セ
ツ

江
取
立
毎
年
暮
二
至

御
運
上
漁
船
之
外

沖
合
江
瀞
出
魚
買

買
等
致
間
敷
事

前
書
之
趣
双
方
熟
談

箇
条
之
表
相
当
候
者

ヶ
間
敷
儀
毛
頭
申
上
一

連
印
奉
願
上
侯
以
上

文
化
四
年
四
月

小
野
田
三
郎
左
衛
門
様

熟
談
内
済
仕
候
上
〈
己
来
猟
方
商
人
共
魚
売
之
儀
〈
依
情
品
屑
無
之
様
取
計
無
甲
乙
売
捌
可
申
万
一
内
済
ケ
間
敷

候
者
〈
猟
行
者
漁
魚
取
上
商
人
〈
水
揚
場
江
立
入
候
儀
〈
差
止
可
申
取
極
候
上
〈
右
一
件
二
付
重
而
再
論
不
仕
御

申
上
間
敵
侯
依
之
奉
願
侯
つ
く
何
卒
御
吟
味
被
下
為
訴
共
二
御
下
被
成
下
候
様
御
慈
悲
之
御
意
双
方
井
扱
人
一
同

以
上 一
裁
許
請
奉
候
而
〈
往
々
困
窮
之
基
一
一
付
己
来
之
通
左
二
熟
談
可
致
候

一
城
之
腰
村
北
新
田
村
鰯
ケ
島
村
右
三
ヶ
村
江
一
ヶ
所
宛
揚
場
相
定
碇
杭
建
置
侯

内
勝
手
二
水
揚
可
致
事

而
附
所
不
自
由
之
節
〈
格
別
右
二
事
寄
狼
二
水
揚
致
間
敷
候
事

釣
込
船
之
儀
〈
城
之
腰
村
地
内
字
御
菜
場
江
水
揚
為
致
高
セ
ツ
割
城
之
腰
村
〈
五
シ
鰯
ケ
島
村
江
一
シ
北
新
田

シ
割
可
致
新
屋
村
立
会
候
節
〈
八
シ
割
内
江
一
シ
割
合
置
取
可
申
様
尤
毛
前
点
〈
極
拾
歩
一
之
儀
〈
城
之
腰
村

至
り
一
ケ
年
取
立
高
三
ケ
村
漁
船
二
割
台
配
分
可
致
事

外
狼
二
戯
漁
船
等
〈
差
出
侯
儀
堅
致
間
敷
候
事

買
請
亦
〈
寵
取
之
儀
己
来
一
切
致
間
敵
侯
漁
船
釣
込
魚
之
儀
〈
不
残
水
揚
致
最
寄
之
者
江
倣
臓
ヶ
間
敷
内
売
隠

御
役
所

城
之
腰
村
鰯
ケ
島
村
北
新
田
村名名
主

百
姓
総
代

猟
師
総
代
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2７ 

焼
津
浜
方
地
区
一
一
一
ケ
村
（
城
之
腰
・
鰯
ケ
島
・
北
新
田
、
以
後
単
に
三
ヶ
村
と
記
す
）
の
漁
民
は
、
安
永
七
年
ま
で
は
魚
商
人
の
多

い
城
之
腰
村
に
設
け
ら
れ
た
「
御
菜
場
」
と
呼
ば
れ
る
指
定
市
場
へ
の
水
場
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
駿
府
代
官
所
は
現
地
に
番
所

を
設
け
、
魚
商
人
を
通
じ
て
こ
の
水
揚
高
の
「
拾
歩
亘
す
な
わ
ち
一
割
を
徴
収
す
る
見
取
り
運
上
制
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
後
安
永

七
年
、
代
官
所
は
不
正
確
で
わ
ず
ら
わ
し
い
見
取
運
上
制
を
毎
年
一
定
額
を
徴
収
す
る
村
請
運
上
（
定
免
運
上
）
制
に
改
め
た
。
も
っ

と
も
こ
の
背
後
に
は
、
課
税
さ
れ
る
御
菜
場
へ
の
水
場
を
き
ら
っ
た
漁
民
の
間
に
駿
府
あ
た
り
の
魚
商
人
相
手
に
沖
売
り
あ
る
い
は
寵

売
り
と
呼
ば
れ
る
洋
上
売
買
が
横
行
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
へ
の
対
策
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
村
請
運
上
制
の
内
容
に
立

ち
入
っ
て
ふ
よ
う
。

（
２
）
 

魚
猟
運
上
御
請
証
文
之
事

一
金
弐
拾
七
両
（
者
）

壱
ケ
年
季
三
ケ
村

但
船
数

（
空
白
）

壱
艘
一
一
付

（
空
白
）

右
〈
一
一
一
ケ
村
魚
猟
運
上
書
面
之
金
高
一
一
而
当
壱
ケ
年
御
請
被
仰
付
侯
二
付
私
共
江
右
之
趣
被
仰
渡
承
知
仕
候
上
納
之
義
〈
五
月
晦

日
六
月
晦
日
七
月
十
五
日
三
度
二
半
金
残
半
金
之
義
〈
八
月
晦
日
九
月
晦
日
十
月
晦
日
十
一
月
晦
日
月
割
二
而
上
納
可
仕
被
仰
渡
承

知
仕
侯
其
節
日
限
無
相
違
上
納
可
仕
侯
万
一
右
船
数
之
内
二
而
上
納
金
滞
之
筋
毛
有
之
候
共
惣
船
一
一
而
御
請
申
侯
上
〈
其
分
惣
船
二

前
書
之
通
御
役
所
江
願
済
侯
間
証
人
連
印
致
為
後
日
証
取
為
替
証
文
相
渡
置
申
侯
以
上

文
化
四
年
卯
四
月

村
役
人
中

商
人
惣
代
中

駿
府
中
之
店
中
買
惣
代
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2８ 

城
腰
村
猟
師与
一
一
一
郎
新
三
郎
太
左
衛
門
源
七

六
郎
兵
術
平
兵
衛
源
兵
衛
善
右
衛
門

藤
四
郎

北
新
田
村
猟
師

九
郎
右
衛
門
新
六
嘉
右
術
門
小
左
衛
門

久
五
郎
半
四
郎
次
郎
兵
衛
嘉
七

市
郎
兵
衛
権
兵
衛

鰯
ヶ
島
村
猟
師

仁
左
衛
門
与
右
衛
門
庄
助
次
兵
衛

城
腰
村
北
新
田
村
鰯
ケ
島
村

御
役
人
中
様

運
上
の
対
象
は
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
と
あ
る
の
で
、
こ
の
地
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
漁
種
で
あ
っ
た
鰹
漁
で
あ
る
。
一
カ
年

の
運
上
額
は
三
力
村
合
計
で
一
一
七
両
で
、
こ
の
金
額
は
「
万
一
右
船
数
之
内
二
而
上
納
金
洲
之
筋
毛
」
「
惣
船
二
而
御
調
申
侯
上
〈
其

分
惣
数
二
而
急
度
弁
納
仕
候
」
と
村
中
の
連
滞
責
任
の
下
に
納
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
近
世
の
農
村
で
は
年
貢
は
担
税

老
た
る
本
百
姓
間
で
負
担
し
た
。
三
力
村
の
課
税
対
象
は
漁
船
で
あ
る
が
、
担
税
者
は
漁
船
個
汽
の
権
利
者
で
あ
る
同
族
共
同
体
（
船

中
）
で
あ
る
。
漁
船
一
隻
当
た
り
の
金
額
は
、
こ
の
史
料
か
ら
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
後
示
す
る
史
料
に
よ
っ
て
一
隻
当
た
り
一
両
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
村
請
運
上
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
漁
民
側
は
、
稼
行
上
の
不
便
回
避
を
理
由
と
し
て
自
分
達
に
公
許
運

上
船
の
証
明
で
あ
る
鑑
札
の
下
付
を
願
い
出
た
。

而
急
度
弁
納
仕
侯
御
役
人
中
江
少
茂
御
苦
労
掛
申
間
数
侯
為
御
請
証
文
価
而
如
件

安
永
七
年
戒
四
月
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２９ 

（
３
）
 

乍
恐
以
書
付
奉
願
侯

私
共
一
一
一
ケ
村
之
義
全
体
皆
畑
村
二
而
右
畑
面
ト
申
茂
銘
汽
居
屋
敷
之
己
二
而
可
耕
畑
無
之
漁
猟
一
一
限
渡
世
之
在
所
一
一
付
運
上
役

氷
上
納
仕
往
古
ヨ
リ
漁
猟
稼
来
候
処
前
点
ヨ
リ
漁
船
都
合
弐
拾
七
艘
持
伝
来
候
然
処
右
猟
師
共
稼
ト
シ
而
罷
在
候
節
於
沖
合
早
潮

風
連
等
之
節
伊
豆
遠
江
浦
其
外
江
茂
漂
着
仕
候
義
有
之
侯
処
於
其
浦
所
無
運
上
船
一
一
御
座
侯
而
者
差
当
夫
食
呑
水
等
之
手
当
差
支

有
之
迷
惑
仕
候
何
運
上
有
無
被
尋
侯
節
無
証
拠
一
一
而
難
義
仕
別
而
右
稼
之
者
共
〈
無
筆
無
算
之
者
多
申
立
方
等
茂
不
調
法
芳
食
不

行
届
義
御
座
侯
間
何
卒
以
御
情
憐
右
船
数
弐
拾
七
艘
之
者
共
江
連
上
船
証
拠
二
相
成
侯
御
坂
札
壱
枚
宛
被
下
置
候
様
恐
乍
三
ヶ
村

共
一
同
挙
而
御
慈
悲
奉
願
上
侯
以
上

文
政
七
申
七
月
五
日

駿
州
益
津
郡城
腰
村

鰯
ケ
島
村

北
新
田

百組名
姓
代頭主

百組名
姓
代頭主

組
頭

百
姓
代同

敬
助

佐
次
右
術
門

十
右
衛
門

佐勘九
左右郎
衛衛右
門門衛

門

平
十

伝
左
衛
門

文
右
衛
門
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3０ 

こ
の
願
は
代
官
所
よ
り
「
先
達
而
願
候
魚
猟
鑑
札
相
渡
可
遣
間
」
「
船
主
共
名
前
書
可
差
出
」
と
の
解
答
が
あ
っ
た
後
、
二
十
七
隻

分
が
「
書
面
之
通
被
成
御
渡
」
と
聞
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
４
）
 

先
達
而
願
候
魚
猟
船
鑑
札
相
渡
可
遮
間
一
村
限
船
主
共
名
前
書
可
差
出
其
節
白
木
札
長
五
寸
横
三
寸
五
分
程
二
相
仕
立
紐
穴
付
都

合
弐
拾
七
枚
持
参
可
致
侯
其
節
書
付
可
相
返
侯
以
上

申
七
月
二
十
九
日

紺
屋
町御
役
所城
腰
村

北
新
田
村

鰯
ケ
島
村

右
村
点

右
之
通
御
書
付
被
下
侯
間
則
以
槽
板
長
五
寸
幅
三
寸
五
分
厚
五
分
二
仕
立
差
上
並
名
前
書
左
之
通

覚

駿
州
益
津
郡

羽
倉
外
記
様御
役
所

百組名

姓

代頭主
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31； 

右
者
私
共
三
ヶ

申
八
月
二
日

紺
屋
町

小
左
衛
門
久
五
郎

喜
左
術
門
佐
左
術
門

甚
八
〆
九
人

城
腰
村
猟
師新
三
郎
源
兵
衛

忠
七
津
左
衛
門

藤
兵
衛
〆
九
人

鰯
ヶ
島
猟
師市
左
衛
門
吉
平

吉
三
治
平

伝
左
衛
門
〆
九
人

村
漁
猟
稼
之
者
弐
拾
七
人
名
前
書
面
之
通
相
述
無
御
座
侯
以
上

北
新
田
猟
師

鰯
ケ

北
新
田

城
腰
村

平
左
衛
門

半
左
術
門

半
六
次
郎
兵
衛

喜
平
九
郎
右
衛
門

長
九
郎
佐
次
兵
衛

伊
之
右
衛
門
伝
吉

名
主
九
郎
右
術
門

島
村

組
頭
平
十

名
主
散

仁
平

平
兵
術

肋
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3２ 

（
５
）
 

御
請
書

一
魚
猟
船
御
鑑
札
弐
拾
七
枚

但
三
ヶ
村
九
枚
宛
三
組

右
者
私
共
村
々
之
義
運
上
永
相
紬
年
季
請
魚
猟
相
稼
来
候
処
早
潮
或
〈
風
模
様
一
一
寄
乗
戻
難
豆
州
遠
州
辺
江
漂
着
致
候
義
時
々
有

之
何
江
漂
着
可
致
茂
難
計
侯
漁
船
之
無
紛
証
拠
之
為
船
壱
艘
一
一
板
壱
枚
宛
御
渡
方
之
義
先
達
奉
願
上
侯
処
御
取
締
之
為
一
一
茂
御
座
侯

間
御
役
所
御
焼
印
之
板
札
御
渡
被
成
下
侯
段
今
般
御
届
相
済
嘗
面
之
通
被
成
御
渡
銘
支
難
有
奉
請
取
侯
右
一
一
就
而
〈
別
而
船
主
猟
師

共
江
茂
取
締
方
厳
敷
申
聞
我
雑
ケ
間
敷
義
等
決
而
無
之
様
清
女
可
申
渡
旨
被
仰
渡
是
又
奉
恐
候
此
上
御
支
配
替
之
節
〈
早
速
返
上
可

仕
候
佃
而
御
調
奉
申
上
侯
以
上

文
政
七
年
申
八
月
五
日

駿
州
益
津
郡

城
腰
村

御
役
所

右
之
通
被
仰
渡
相
済
申
候
二
付
猟
師
総
代
鰯
ケ
島
市
左
衛
開
城
腰
村
源
兵
衛
北
新
田
村
久
五
郎
右
三
人
之
者
罷
連
村
役
人
一
同
為

紺
屋
町 御
役
所

鰯
ケ
島
村

北
新
田名
主
九
郎
右
衛
門

名
主
敬
助

組
頭
平
十
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３３ 

御
礼
御
役
所
江
罷

申
八
月
六
日

第
一
表
近
世
末
期
の
鰹
船
主
名

之腰村 鰯ケ島村

源
兵
衛

新
三
郎

藤
四
郎

源
七

与
三
郎

与
右
衛
門

次
兵

仁
左
衛

庄 安
永
七
鞄

出
候

助門衛

伝

源
兵
術

新
三
郎

藤
兵
衡

忠
七

平市平半吉 吉

治
平

仁
平

伝
左
衛
門

津
左
衛
門

文
政
七
繩議曇蕎

門門衛門平吉

平市平半吉吉印伝仁次

源
兵
術

新
三
郎

忠
七

津
右
衛
門

天
保

鋳曇鴇
年２門門衛門平 七平平

源
兵
術

新
三
郎

藤
兵
衛

忠
七

市

津
右
衛
門

平市平半吉

空
ロ

伝仁次

嘉
永
四

祷兵鳶
鞄蔵 門門衛門平 七平平

ジ
ョ
レ
ソ

ジ
ヘ

イ

ダ
ソ
ク

デ
ソ
ヒ
チ

ゲ
ン
ペ
イ

ン
ソ
ザ

ヘートハキ

イパ’；チ
ザカニヘ

ソヤイモイ

キ
ッ
チ
ャ

船
中
の
通
称

サ
ン
ゲ
ソ
ヤ

チ

ユ

上

Hosei University Repository



3４ 

（
ａ
）
魚
猟
運
上
御
請
証
文
（
ｂ
）
魚
猟
船
鑑
札
相
渡
（
ｃ
）
猟
方
申
合
定
法
（
ｄ
）
漁
方
規
定
取
極

焼
津
漁
業
協
同
組
合
『
焼
津
漁
業
史
』
昭
和
三
九
年
一
一
一
一
頁
所
収
。

北新田村 城

嘉次半久新九

郎

鷺鬮五右衛
七術郎郎六門

市
郎
兵
衛

太
左
衛
門

喜平

権
兵

小
左
衛

嘉
右
術

市
即

兵

右
衛

門衛平門門衛

九
郎
右
衛
門

佐
左
術
門

久
五
郎

半
一ハ

次
郎
兵
衛

嘉
七

伊
之
右
衛
門

佐
次
兵
術

長
九
郎

小
左
衛
門

喜
左
衛
門

甚
八

九
郎
左
衛
門

佐
左
衛
門

久
次
郎

半
四
郎

次
郎
兵
衛

嘉
平

伝
兵
衛

庄
兵
衛

長
兵
衛

猪
之
右
衛
門

佐
次
兵
衛

九
郎
左
衛
門

佐
左
衛
門

久
次
郎

半
四
郎

次
郎
兵
術

嘉
平

伝
兵
衛

庄
兵
衛

長
兵
衛

猪
之
右
衛
門

佐
次
兵
衛

長
九
郎

0ヂ

ン、

ジ
ョ
ウ
サ
ン

サ
ザ
ニ
モ

キ
ュ
ウ
ジ
ロ
ウ

ナ
ソ
パ
ソ

ジ
ロ
ウ

カ
ヘ
イ

デ
ン
ベ
イ
ヤ

イ
ソ
キ
ョ

チ
ョ
ウ
ペ
イ

サ
ジ
ベ
イ

ソ
キ
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3５ 

か
く
て
三
力
村
の
鰹
船
は
諺
鑑
札
交
付
に
よ
っ
て
運
上
船
と
し
て
公
許
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
や
そ
の
数
も
文
政
七
年
以
降
一
一
十
七

隻
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
種
の
船
株
制
と
も
云
え
る
も
の
で
あ
る
。
以
後
三
力
村
で
は
鰹
漁
の
稼
行
に
は
鑑
札
が
必
要
に
な
る

が
、
一
一
十
七
枚
の
鑑
札
は
代
友
同
族
共
同
体
（
船
中
）
に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
今
後
三
力
村
内
で
は
、
鰹

船
の
新
規
独
立
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

漁
船
の
所
有
権
が
世
襲
化
し
た
も
う
一
つ
の
条
件
と
し
て
、
乗
組
員
組
織
の
問
題
が
あ
る
。
嘉
永
四
年
の
夏
漁
船
す
な
わ
ち
鰹
船
の

船
主
間
に
よ
る
「
漁
方
規
定
取
極
」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。

注

（
１
）
焼
津
魚
仲
買
人
水
産
加
エ
業
協
同
組
合
『
焼
津
水
産
史
上
巻
』
昭
和
五
六
年
六
九
八
’
六
九
九
頁
。

（
２
）
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
『
同
社
三
十
年
史
』
昭
和
一
一
一
年
三
一
’
三
一
一
頁
。

本
史
料
の
原
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
刊
本
に
収
録
さ
れ
た
も
の
に
は
疑
問
の
箇
所
が
あ
る
。
ま
ず
す
べ
て
の
刊
本
が
弐
拾
七
両

に
続
い
て
二
分
と
付
し
て
い
る
が
、
端
数
一
一
分
が
何
故
生
じ
て
く
る
か
不
明
で
あ
る
。
思
う
に
こ
れ
は
原
史
料
「
者
」
の
誤
読
で
は
あ
る
ま
い

か
。
さ
ら
に
「
壱
艘
二
付
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
一
隻
の
運
上
額
が
二
十
七
両
に
な
っ
て
高
額
す
ぎ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
原
史

料
で
は
「
船
数
」
と
「
壱
艘
二
付
」
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
船
名
と
金
額
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解
（
焼
津
漁
業
協
同
組
合
『
焼
津
漁
業
史
』

昭
和
三
九
年
四
三
頁
）
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
前
掲
轡
（
２
）
三
七
’
一
一
一
八
頁
。

（
４
）
前
掲
番
（
２
）
三
八
’
四
○
頁
。

（
５
）
前
掲
轡
（
２
）
四
二
’
四
三
頁
。

三
鰹
船
乗
組
々
織
と
船
中
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3６ 

規
定
価
如
件

（
１
）
 

乍
恐
以
書
付
御
届
泰
西
申
上
候

駿
州
益
津
郡
城
腰
村
外
弐
ケ
村
猟
師
共
前
汽
ヨ
リ
海
陸
漁
業
取
極
罷
在
候
処
近
来
狼
一
一
相
成
候
一
一
付
尚
亦
今
般
一
同
相
談
之
上
規

定
相
改
侯
趣
村
役
人
共
江
申
出
候
間
承
知
仕
則
右
取
極
左
一
一
奉
申
上
候

漁
方
規
定
取
極
之
事

一
鰹
漁
船
之
儀
〈
御
運
上
船
一
一
而
御
鑑
札
頂
戴
仕
罷
在
候
二
付
銘
点
大
切
一
一
相
心
得
可
申
侯
且
亦
地
他
之
船
々
漁
場
込
合
之
節
沖

合
取
極
茂
有
之
候
一
一
付
右
御
鑑
札
之
権
威
〈
勿
論
我
卒
ケ
間
敷
義
決
而
致
間
侯
事

一
鰹
漁
船
之
義
銘
女
乗
組
之
者
抱
置
候
得
共
万
一
乗
組
之
内
勝
手
一
一
他
之
船
江
乗
組
度
申
出
候
共
其
船
主
方
一
一
而
決
而
取
扱
申
間

敷
候
尤
三
ヶ
村
之
内
議
船
二
か
ぎ
ら
ず
乗
組
之
者
少
人
数
二
而
漁
業
差
支
候
節
〈
船
主
共
相
対
之
上
漁
事
家
業
差
支
無
之
様
取
計

一
鰹
釣
漁
船
順
番
一
一
可
致
候
事

一
餌
鰯
三
月
ヨ
リ
九
月
迄
順
番
二
網
引
可
申
侯
事

一
御
献
上
漁
場
濃
二
釣
入
申
間
数
侯
事

一
志
び
釣
漁
三
月
ヨ
リ
九
月
迄
堅
致
間
敬
侯
事

一
鮫
釣
漁
右
同
断
之
事

一
手
繰
網
右
同
断
沖
引
一
切
致
間
敷
候
事

一
底
釣
漁
右
同
断
之
事

一
置
網
堅
致
間
敷
候
事

右
之
通
前
々
ヨ
リ
取
極
置
候
処
近
来
自
然
卜
狼
二
相
成
候
間
万
一
以
後
勝
手
二
漁
業
差
働
候
心
得
違
之
者
在
之
侯
而
者
前
之
取
極

マ
マ

ニ
相
振
差
支
之
事
共
出
来
難
渋
二
相
成
侯
間
尚
亦
今
般
一
同
談
事
之
上
取
極
仕
候
上
〈
右
ケ
条
之
趣
急
度
相
守
可
申
侯
為
後
証
連
印

可
致
候
事

嘉
永
四
亥
年
二
月

Hosei University Repository



3７ 

前
書
之
趣

今
般
之
義
茂

亥
二
月

治
平
伝
七
吉
三
吉
平

仁
平
半
左
衛
門
平
兵
衛
平
左
術
門

市
左
衛
門

右
同
断

北
新
田
村

九
郎
左
衛
門
佐
左
衛
門
伝
兵
衛
久
次
郎

嘉
平
半
四
郎
次
郎
兵
衛
圧
兵
衛

長
兵
街

先
年
ヨ
リ
取
極
置
候
段
於
村
役
人
茂
承
知
仕
罷
在
候
処
尚
亦
向
後
連
失
無
之
様
仕
度
旨
漁
船
持
主
之
者
一
同
申
出
候
間

承
届
侯
右
〈
御
運
上
船
之
義
二
付
為
念
此
段
奥
書
ヲ
以
御
届
奉
申
上
侯
以
上

右
同
断

夏
漁
船
持
主城
腰
村忠
七
長
九
郎

猪
之
右
衛
門
市
蔵

佐
次
兵
衛

鰯
ケ
島
村

駿
州
益
津
郡城
腰

津
右
衛
門

新
三
郎

村百
姓
代
源
七

組
頭
七
兵
衛

源
兵
衛

藤
兵
衛
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3８ 

前
書
之
通
御
役
所
江
願
面
差
上
候
処
御
聞
届
在
之
御
支
配
様
御
引
渡
之
節
〈
御
申
継
二
可
相
成
旨
一
一
仰
渡
候
右
之
趣
被
仰
置
候
様

被
仰
聞
侯
以
上

嘉
永
四
年
亥
一
一
月
十
三
日

’
Ｌ
●
、
汀
⑤
‐
－
６

駿
州
益
津
郡城
腰
村

「
、
名
～
主
茂
「
八

‐
‐
い
胆
Ｐ
５
凸
一
一
‐
‐

鰯
〃
島
村
』
い
Ⅶ
！

』
１
名
Ｉ
主
市
鰯

北
新
田
村

紺
屋
町御
役
所

紬
書

名
主
茂
八
狐

鰯
ヶ
島
村
，
》

士
愉
百
姓
代
仁
左
衛
門

；
が
組
頭
仙
右
衛
門

名
主
市
蔵

北
新
田
村

～
百
姓
代
ｉ
久
「
七

組
頭
佐
左
衛
門

；
名
主
勘
右
衛
門

Hosei University Repository



3９ 

こ
の
中
で
鰹
漁
業
は
、
一
一
一
力
村
で
は
「
運
上
船
二
而
御
鑑
札
頂
戴
仕
」
る
も
の
と
し
て
他
の
漁
業
に
優
先
さ
れ
、
三
月
よ
り
九
月
ま

で
の
鰹
漁
の
期
間
中
は
志
び
（
鮪
）
・
鮫
等
他
の
漁
業
の
稼
行
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
相
互
に
漁
場
が
競
合
す
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
鰹
漁
の
期
間
中
乗
組
員
を
鰹
船
に
集
中
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
鰹
漁
船
之
義
銘
女
乗
組
之
者
抱
置
候
得

共
万
一
乗
組
之
内
勝
手
二
他
之
船
江
乗
組
度
申
出
候
共
其
船
主
方
二
而
決
而
取
扱
申
間
敷
候
」
と
鰹
船
乗
組
員
は
代
汽
世
襲
の
船
に
乗

船
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
他
船
へ
の
移
動
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
「
尤
三
ヶ
村
之
内
誰
船
二
か
ぎ
ら

ず
乗
組
之
者
少
人
数
二
而
漁
業
差
支
候
節
〈
船
主
共
相
対
之
上
漁
事
家
業
差
支
無
之
様
取
計
可
致
事
」
と
も
あ
っ
て
、
鰹
船
々
主
間
で

は
互
い
に
融
通
し
あ
う
こ
と
を
奨
励
し
引
き
抜
き
を
い
ま
し
め
て
い
る
。
か
か
る
乗
組
員
に
お
け
る
世
襲
譜
代
の
漁
船
へ
の
乗
船
義
務

と
労
力
関
係
に
お
け
る
船
主
間
の
相
互
扶
助
は
、
鰹
船
の
新
規
独
立
を
は
ば
み
、
船
主
間
の
競
争
を
排
し
、
船
主
の
特
権
的
地
位
を
保

証
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
て
一
漁
船
一
船
中
の
関
係
が
当
時
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
推
測
し
う
る
。
そ
し
て
こ
の
「
漁
方
規
定

取
極
」
は
夏
漁
船
持
主
二
七
名
の
連
名
に
よ
る
協
定
の
形
を
と
っ
て
お
り
、
「
船
主
カ
ニ
而
決
而
取
扱
申
間
敷
」
と
か
「
船
主
共
相
対

之
上
」
「
取
計
可
致
」
と
か
記
さ
れ
、
漁
船
の
本
来
の
権
利
者
で
あ
る
船
中
共
同
体
が
す
で
に
そ
の
内
部
で
は
船
主
に
と
り
し
き
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
慣
行
は
「
前
食
ヨ
リ
取
極
置
侯
処
近
来
自
然
ト
狸
二
相
成
」
「
差
支
之
事
共
出
来
難
渋

一
一
相
成
」
「
今
般
一
同
談
事
之
上
取
極
」
め
た
も
の
と
あ
る
の
で
、
こ
の
史
料
が
記
さ
れ
た
嘉
永
四
年
以
前
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
起
源
を
詳
か
に
す
る
史
料
は
未
知
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
天
保
十
二
年
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
。

（
２
）
 

猟
方
申
合
定
法
事

餌
鰯
三
月
ヨ
リ
九
月
迄
順
番
二
網
引
可
申
事

寺
西
直
次
郎
様御
役
所

名
主
勘
右
衛
門
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4０ 

一
鰹
釣
猟
船
順
番
可
致
事

右
八
ケ
条
前
点
ヨ
リ
浦
方
猟
船
一
統
申
合
相
互
取
極
相
守
可
申
侯
尤
無
運
上
船
一
切
不
可
差
出
侯
若
右
捉
相
背
侯
者
有
之
候
ハ
ベ

魚
猟
稼
三
七
日
之
間
休
日
急
度
可
致
候
為
後
日
一
同
連
印
取
極
申
侯
条
価
如
件

前
書
往
古
ョ
Ⅱ
堅
く
取
極
罷
在
候
処
右
本
紙
去
子
年
三
月
中
出
火
之
節
焼
失
い
た
し
侯
□
書
類
取
調
侯
得
共
見
当
り
不
申
候
間
尚

改
而
記
置
侯
上
〈
弥
々
前
条
之
趣
無
心
得
違
相
守
可
申
侯
以
上

天
保
十
二
丑
年
四
月

置
網
停
止
之
事

献
上
猟
場
狼
釣
入
申
間
敷
事

志
び
釣
猟
三
月
ヨ
リ
九
月
迄
停
止
之
事

鮫
釣
漁
右
同
断
之
事

手
繰
網
右
同
断
沖
引
一
切
停
止
之
事

底
釣
猟
右
同
断
之
事

城
腰
村夏
猟
船
持

忠
七

新
三
郎

鰯
ケ
島
村

同
断

次
平

仁
平

市
左
衛
門

伝
七

半
左
衛
門

津
右
衛
門
源
兵
衛
猪
之
右
衛
門

佐
次
兵
衛

士
ロ
一
一
一

平
兵
衛

吉
平

平
佐
衛
門
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4１ 

こ
の
史
料
は
嘉
永
四
年
の
「
漁
方
規
定
取
極
」
よ
り
条
文
が
少
い
が
、
内
容
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
史
料
は

「
往
古
ヨ
リ
堅
く
取
極
罷
在
候
処
右
本
紙
去
子
年
三
月
中
出
火
之
節
焼
失
い
た
し
侯
□
書
類
取
調
侯
得
共
見
当
り
不
申
候
尚
改
而
記
置

北
新
田
村

同
断

九
郎
左
衛
門
佐
左
衛
門

蕊
平
半
四
郎

長
兵
衛

冬
猟
船
持
惣
代

城
腰
村七
郎
兵
衛

右
同
断

鰯
ケ
島
村

平
右
術
門

右
同
断

北
新
田
村

宇
平

常
猟
方
肝
煎

忠
七

市
左
衛
門

長
兵
術

伝
兵
衛

次
郎
兵
衛

久
次
郎

庄
兵
衛
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4２ 

侯
」
と
火
災
で
焼
失
し
た
も
の
を
復
元
し
た
も
の
で
、
あ
る
い
は
完
全
に
条
文
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
一
一
一
力
村
の
こ
う
し
た
慣
行
の
成
立
が
「
往
古
ヨ
リ
堅
く
取
極
罷
在
」
と
あ
る
の
で
、
天
保
十
二
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

（
３
）
 

ま
た
一
一
一
力
村
は
、
こ
れ
ま
で
は
一
般
に
文
化
七
年
の
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
候
」
の
「
一
一
一
ヶ
村
之
義
全
体
皆
畑
村
二
而
右
畑
面
ト
申
茂

銘
々
居
屋
敷
而
己
一
一
而
可
耕
畑
無
之
漁
猟
一
一
限
渡
世
」
や
、
海
と
堀
川
の
間
の
砂
州
上
に
立
地
し
た
環
境
か
ら
、
純
漁
村
で
農
地
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
顧
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
北
新
田
村
の
上
三
（
ジ
ョ
ゥ
サ
ソ
）
船
汽
主
九
郎
左
衛
門
は
、
近
隣

の
農
村
内
に
貸
金
の
質
流
の
形
で
農
地
を
所
有
し
て
お
り
、
時
に
は
他
村
か
ら
の
借
用
申
入
れ
に
応
じ
た
り
し
て
い
る
。

（
４
）
 

敷
流
相
渡
申
申
田
地
証
文
之
事

一
上
田
壱
反
六
畝
拾
弐
分

金
付
免

分
米
弐
石
四
斗
六
升

敷
金
四
両
者

但
シ
文
字
金
也

右
者
当
未
御
年
貢
二
差
支
申
侯
二
付
我
等
名
田
之
内
右
之
場
所
敷
流
相
渡
書
面
之
金
子
不
残
慥
一
一
受
取
当
御
蔵
一
一
御
上
納
申
所
実

正
二
御
座
候
然
上
〈
右
田
地
其
許
名
前
一
一
扣
来
ル
申
年
ヨ
リ
御
年
貢
諸
役
振
懸
等
其
元
二
而
御
納
所
可
被
成
候
此
田
地
一
一
付
諸
親
類

〈
不
及
申
脇
ヨ
リ
差
構
申
者
一
切
無
御
座
侯
為
後
日
村
役
人
加
判
依
而
如
件

文
化
八
未
年
十
二
月

焼
津
村
田
地
売
主

同
村
名

同
村
組
頭
証
人 与
七

主喜
右
衛
門
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４３ 

カロ様之之リ高
判之節上其右此此壱
夛之新若者元老□反石
証親其居御当金別七
文御坪屋名丑弐中上斗
已佃法限敷前御両田田弐敷
如度御亦二年者弐九升流
件致年者扣貢畝畝三申

北
新
田
村

（
５
）
 

南
甲
田
地
証
文
之
事

三
台

坪
か
ね
つ
き
免

畝
五
分

畝
七
分

但
文
金
也

貢
我
一
一
差
支
書
面
之
用
地
敷
流
二
相
渡
□
金
慥
二
請
取
御
年
貢
致
御
上
納
侯
処
実
正
二
御
座
候
然
上
者
来
寅
年
ョ

扣
御
年
貢
諸
役
振
掛
り
物
等
不
残
御
勤
可
被
成
侯
此
田
地
近
年
潮
入
二
相
成
候
処
御
届
二
付
此
度
敷
流
一
一
相
渡
侯

者
畑
一
一
成
侯
共
此
田
地
一
一
付
諸
親
類
〈
不
及
申
外
為
ヨ
リ
耶
差
機
申
者
毛
頭
無
御
座
候
尤
畑
屋
敷
一
一
仕
立
用
立
侯

年
貢
御
上
納
可
被
成
侯
相
残
坪
合
之
儀
〈
外
並
見
取
一
一
納
可
成
侯
殿
御
代
官
様
□
又
〈
御
地
頭
様
□
御
座
侯
而
何

致
被
成
候
共
御
大
切
成
御
年
貢
相
立
侯
上
者
其
引
掛
少
茂
御
苦
労
懸
申
間
敷
侯
為
後
証
田
地
流
主
井
村
役
人
証
人

九
郎
左
衛
門
殿

同 同

断 断

藤
左
衛
門

Ｑ
 

与
左
衛
門

甚
右
衛
門

同
断

甚
七
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4４ 

（
６
）
 

借
用
｛
甲
証
文
之
事

一
高
金
五
両

村
入
用

当
村
入
用
之
儀
才
覚
難
成
侯
一
一
付
無
拠
貴
所
様
江
御
無
心
申
左
速
御
聞
入
被
下
候
二
付
右
五
両
高
内
月
汽
入
用
之
節
〈
借
用
成
被

マ
マ

下
度
奉
願
上
侯
勘
定
之
儀
借
用
高
利
足
共
以
箱
月
中
二
急
度
勘
定
可
仕
侯
佃
而
如
件

文
政
十
一
年
子
正
月

文
化
一
一
年
丑
十
一
月

北
新
田
村九
郎
右
術
門
殿

大
村
庄
屋

同
村
名

同
村
与
頭
添
人

同
村
与
頭

同
村
百
姓
代

焼
津
村
田
地
流
主

伊主弥

小
左
衛
門

卯
兵
衛

源
之
蒸

吉
兵
衛

八八
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1５ 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
船
主
層
が
』
」
の
時
期
に
か
な
り
経
済
力
を
保
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
鰹
漁

業
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

前
節
に
お
け
る
同
族
共
同
体
（
船
中
）
内
の
船
主
の
経
済
的
地
位
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
頃
の
鰹
船
に
対
す
る
船
主

注'ﾛ、ｸﾞｰ､〆、’、’■、'■、

６５４３２１ 
培ゾＬン、.'、.’、－’ミーノ

同
（
４
）
。

同
（
４
）
。

近
藤
久
一
郎
氏
蔵
。
焼
津
漁
業
協
同
組
合
『
焼
津
漁
業
史
』
昭
和
三
九
年
六
○
’
六
一
頁
に
写
真
版
所
収
。

北
原
吉
右
衡
門
氏
蔵
。
前
掲
澱
（
１
）
五
六
’
五
七
頁
に
写
真
版
所
収
。

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
『
同
社
三
十
年
史
』
昭
和
一
一
一
年
三
七
’
三
八
頁
。

北
原
吉
右
術
門
氏
蔵
。

城
ノ
腰
村
北
新
田

四
同
族
組
織
と
船
中

九
郎
左
術
門
殿

年

寄源
左
衛
門

作
左
衛
門
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６
の
立
場
を
実
証
す
る
資
料
は
未
知
で
あ
る
が
、
や
や
時
代
が
下
る
が
明
治
三
四
年
の
記
録
か
ら
考
え
て
詮
よ
う
。

４
 

之
中
間
持
ト
ス

一
当
船
之
損
害
又
〈
入
益
モ
ニ
ッ
割
ヲ
以
テ
分
割
ス
ル
事

一
右
松
魚
船
新
調
入
費
左
之
通
り

金
一
一
一
百
二
十
一
一
円
九
十
四
銭
九
厘

金
二
百
六
十
円

合
計
金
五
百
八
十
二
円
九
十
四
銭
九
厘

内
訳
金
二
百
九
十
一
円
四
十
七
銭
四
厘
五
毛

同
金
二
百
九
十
一
円
四
十
七
銭
四
厘
五
毛

明
治
三
十
四
年
四
月
一
日
約
定
ス
船
方
〈
右
ノ
ロ
数
ヲ
分
持
〆

弐
口

金
十
四
円
五
十
七
銭
四
厘

弐
口

同

弐
口

同

弐
口

同

弐
口

同

弐
口

同

弐
口

同

弐
口

同

（
１
）
 

明
治
一
二
十
四
年
新
造
船

当
松
魚
船
〈
上
一
一
一
船
卜
云
う
右
松
魚
船
〈
以
前
上
一
一
一
家
ノ
所
持
ノ
処
都
合
ニ
コ
リ
明
治
一
一
一
十
四
年
新
造
船
ヨ
リ
船
方
ト
ニ
ッ
割

新
造
船
入
費

古
道
具
費

北
原
吉
太
郎

船
方
中

北
原
徳
右
衛
門

北
原
徳
蔵

秋
山
仙
蔵

北
原
熊
吉

鈴
木
藤
吉

鈴
木
重
五
郎

秋
山
仁
右
衛
門

天
野
亀
吉
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4７ 

弐
口

同
北
原
新
吉

弐
口

同
増
田
新
吉

弐
口

同
鈴
木
九
平

弐
口

同
北
原
次
郎
兵
衛

弐
口

同
北
原
丑
之
助

圭
乞
口

金
七
円
二
十
八
銭
七
厘

北
原
銀
蔵

奉
宮
口

同
北
原
寅
吉

圭
這
口

同
「
加
藤
長
太
郎

士
官
口

同
ノ
ー
北
原
士
ロ
蔵

圭
宮
口

同
鈴
木
熊
吉

圭
乞
口

同
，

秋
山
松
聖
ロ

圭
官
口

同
鈴
木
仙
右
衛
門

圭
已
口

同
Ⅱ

北
原
源
蔵

圭
百
口

自
回

「
原
田
仙
吉

一
已
口

同
〈
『
中
野
音
吉
１

－
巨
口

，
同

Ｌ
ｊ
北
原
士
曰
吉
：

－
宮
口

同
～
北
原
梅
右
衛
門

一
壱
口

同
片
山
幸
松

一
匡
口

同
北
原
・
万
吉

合
計
口
数
四
十
口
ト
ス
松
魚
船
惣
収
益
〈
’
半
分
〈
北
原
吉
太
郎
半
分
〈
右
口
数
ヲ
以
テ
分
配
ス
ル
者
卜
系
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4８ 

こ
こ
で
は
「
当
松
魚
（
鰹
Ⅱ
筆
者
注
）
船
〈
上
三
船
卜
云
う
右
松
魚
船
〈
以
前
上
三
家
ノ
所
持
」
と
あ
っ
て
、
上
一
一
一
（
ジ
ョ
ゥ
サ

ソ
）
船
は
名
目
上
は
と
も
か
く
実
質
的
に
は
上
一
一
一
家
（
北
原
吉
太
郎
家
）
に
よ
っ
て
出
資
・
所
有
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
一
一
力
村

で
は
一
般
に
漁
船
の
動
力
化
・
大
型
化
前
夜
の
明
治
前
期
ま
で
に
は
、
漁
船
は
本
来
の
所
有
権
で
あ
る
船
中
共
同
体
か
ら
実
質
的
に
船

主
（
こ
の
呼
称
は
厳
密
に
は
こ
れ
以
後
使
用
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
）
の
所
有
へ
と
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
上
三
船
と
同
船
中
に
よ
る
乗
組
員
（
船
方
と
呼
ば
れ
る
）
の
関
係
で
あ
る
が
、
船
方
の
乗
船
義
務
慣
行
の
基
盤
と
し
て
、
船

の
中
が
血
縁
同
族
集
団
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
船
中
が
俗
に
一
船
一
家
主
義
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
点
の
近

世
史
料
が
未
知
の
た
め
、
時
代
が
下
る
が
諺
先
般
の
上
三
船
が
明
治
三
十
四
年
に
新
船
を
建
造
し
た
時
の
船
中
の
出
資
者
名
に
よ
っ

て
、
船
中
構
成
員
と
船
主
北
原
吉
太
郎
と
の
関
係
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
北
原
徳
右
衛
門
（
別
家
）
北
原
徳
蔵
（
別

家
）
秋
山
仙
蔵
（
秋
山
仁
右
衛
門
弟
）
北
原
熊
吉
（
別
家
）
鈴
木
童
五
郎
（
姻
戚
）
秋
山
仁
右
衛
門
（
別
家
）
天
野
亀
吉
（
秋
山
仁
右

衛
姻
戚
）
北
原
新
吉
（
弟
）
増
田
新
吉
（
姻
戚
）
鈴
木
九
平
（
鈴
木
童
五
郎
別
家
）
北
原
次
郎
兵
衛
（
別
家
）
北
原
丑
之
助
（
北
原
徳

蔵
息
）
北
原
寅
吉
（
別
家
）
加
藤
長
太
郎
（
別
家
）
北
原
吉
蔵
（
別
家
）
鈴
木
熊
吉
（
鈴
木
童
五
郎
別
家
）
秋
山
松
吉
（
秋
山
仁
右
衛

門
息
）
鈴
木
仙
右
衛
門
（
鈴
木
童
五
郎
別
家
）
中
野
音
吉
（
姻
戚
）
北
原
音
吉
（
北
原
徳
右
衛
門
弟
）
北
原
梅
右
衛
門
（
別
家
）
で
、

こ
の
他
に
原
田
仁
吉
と
片
山
幸
松
は
船
主
と
同
族
関
係
が
な
く
、
北
原
熊
吉
・
北
原
銀
蔵
・
北
原
源
蔵
・
北
原
万
吉
は
関
係
不
明
で
あ

る
。
か
く
て
同
族
共
同
体
と
し
て
の
船
中
と
宗
家
々
父
長
と
し
て
の
船
主
の
関
係
が
、
一
方
で
は
乗
組
員
船
方
と
船
主
の
関
係
と
し
て

重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
「
松
魚
船
人
名
・
入
費
計
算
帳
」
北
原
吉
右
衛
門
氏
蔵
。
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